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(57)【要約】
【課題】傾斜して配置された場合であっても、性能低下
を抑制しうるエバポレータを提供する。
【解決手段】エバポレータ１は、第１ヘッダタンク２が
第２ヘッダタンク３に対して下側に位置する傾斜状態で
用いられる。エバポレータ１の第１ヘッダタンク２の風
下側および風上側ヘッダ部5,6に、風下側および風上側
チューブ列15,16の最遠チューブ群が通じる区画42,45を
設ける。両区画42,45を分流制御部57,58によって上下２
つの空間42a,42b,45a,45bに分け、上下両空間42a,42b,4
5a,45bを分流制御部57,58に形成された冷媒通過穴51,52
を介して通じさせる。第１ヘッダタンク２の両区画42,4
5において、前記傾斜状態で下側に位置する区画45の分
流制御部58の冷媒通過穴52の合計断面積を、上側に位置
する区画42の分流制御部57の冷媒通過穴51の合計断面積
よりも小さくする。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
長手方向を同方向に向けるとともに互いに間隔をおいて配置された１対のヘッダタンク間
に、長手方向を両ヘッダタンクを結ぶ方向に向けた状態でヘッダタンクの長手方向に間隔
をおいて配置された複数の熱交換チューブからなるチューブ列が、通風方向に間隔をおい
て複数列設けられ、各ヘッダタンクが、通風方向に並んで設けられた風下側ヘッダ部およ
び風上側ヘッダ部を備え、両ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部間にそれぞれ少
なくとも１列のチューブ列が配置されるとともに、熱交換チューブの両端部が両ヘッダタ
ンクの風下側および風上側ヘッダ部に接続され、いずれかのヘッダタンクの風下側ヘッダ
部の一端部に冷媒入口が設けられ、いずれかのヘッダタンクの風上側ヘッダ部における冷
媒入口と同一端部に冷媒出口が設けられ、冷媒入口から流入した冷媒が、すべてのチュー
ブ群の熱交換チューブを通過して冷媒出口から流出するようになされており、ヘッダタン
クの長手方向外側から見て一方の第１ヘッダタンクが他方の第２ヘッダタンクに対して下
側に位置するような傾斜状態で用いられるエバポレータであって、
　両ヘッダタンクの風下側ヘッダ部に接続されたチューブ列および風上側ヘッダ部に接続
されたチューブ列に、それぞれ複数の熱交換チューブからなり、かつ前記傾斜状態におい
て、冷媒が熱交換チューブ内を上側に位置する第２ヘッダタンクから下側に位置する第１
ヘッダタンクに流れる下降流チューブ群と、複数の熱交換チューブからなり、かつ前記傾
斜状態において、冷媒が熱交換チューブ内を下側に位置する第１ヘッダタンクから上側に
位置する第２ヘッダタンクに流れる上昇流チューブ群とが交互に設けられ、風下側チュー
ブ列の冷媒入口から最も遠い位置にある最遠チューブ群および風上側チューブ列の冷媒出
口から最も遠い位置にある最遠チューブ群が上昇流チューブ群となるとともに両最遠チュ
ーブ群が通風方向に並んでおり、当該両最遠チューブ群により１つのパスが構成されてい
るエバポレータにおいて、
　前記傾斜状態において下側に位置する第１ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部
に、両チューブ列の最遠チューブ群が通じる区画が設けられるとともに、両区画が分流制
御部によって、熱交換チューブの長手方向に、熱交換チューブ側に位置する第１空間とこ
れとは反対側に位置する第２空間とに分けられ、当該両区画の両空間が分流制御部に形成
された冷媒通過穴を介して通じさせられるとともに、冷媒が分流制御部の冷媒通過穴を通
って第２空間から第１空間に流入するようになっており、当該両区画の第２空間どうしが
両第２空間の間に設けられた連通部を介して通じさせられ、両区画の第１空間に熱交換チ
ューブが通じさせられ、第１ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部における両チュ
ーブ列の最遠チューブ群が通じる区画において、前記傾斜状態において下側に位置する区
画の分流制御部に形成された冷媒通過穴の合計断面積が、同じく上側に位置する区画の分
流制御部に形成された冷媒通過穴の合計断面積よりも小さくなっているエバポレータ。
【請求項２】
前記傾斜状態において下側に位置する第１ヘッダタンクに冷媒入口および冷媒出口が設け
られ、両ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部間にそれぞれ１列のチューブ列が配
置され、風下側チューブ列に３つのチューブ群が設けられるとともに、風上側チューブ列
に２つのチューブ群が設けられ、風下側チューブ列の冷媒入口に最も近い位置にある最近
チューブ群および冷媒入口から最も遠い位置にある最遠チューブ群が上昇流チューブ群で
あるとともに中間チューブ群が下降流チューブ群であり、風上側チューブ列の冷媒出口か
ら最も遠い位置にある最遠チューブ群が上昇流チューブ群であるとともに冷媒出口に最も
近い位置にある最近チューブ群が下降流チューブ群であり、風下側チューブ列の最近チュ
ーブ群が第１パスとなり、同じく中間チューブ群が第２パスとなり、風下側および風上側
チューブ列の最遠チューブ群が第３パスとなり、風上側チューブ列の最近チューブ群が第
４パスとなっており、
　風下側チューブ列の中間チューブ群から、前記傾斜状態において下側に位置する第１ヘ
ッダタンクの風下側ヘッダ部に流入した冷媒が、第１ヘッダタンクの風下側ヘッダ部にお
ける風下側チューブ列の最遠チューブ群が通じる区画の第２空間内に流入するようになさ
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れている請求項１記載のエバポレータ。
【請求項３】
前記傾斜状態において下側に位置する区画の分流制御部に形成された冷媒通過穴の合計断
面積が、同じく上側に位置する区画の分流制御部に形成された冷媒通過穴の合計断面積の
５～４０％となっている請求項１または２記載のエバポレータ。
【請求項４】
前記傾斜状態において下側に位置する第１ヘッダタンクが、熱交換チューブが接続された
第１部材、第１部材に接合されかつ第１部材における熱交換チューブとは反対側を覆う第
２部材、ならびに第１部材と第２部材との間に配置され、かつ第１ヘッダタンクの風下側
および風上側ヘッダ部内をそれぞれ上下方向に２つの空間に仕切る仕切部を有する第３部
材を備え、第１ヘッダタンクの風下側ヘッダ部および風上側ヘッダ部の内部が、第３部材
の仕切部に形成されたスリットに挿入された分割板により第１ヘッダタンクの長手方向に
複数の区画に分割されており、第１ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部における
冷媒入口および冷媒出口から最も遠い区画が、風下側および風上側チューブ列の最遠チュ
ーブ群が通じる区画となり、熱交換チューブが第１ヘッダタンクの風下側および風上側ヘ
ッダ部の上空間内に通じており、第１ヘッダタンクの風下側ヘッダ部の両空間および風上
側ヘッダ部の両空間が、それぞれ第３部材の仕切部に形成された冷媒通過穴より通じさせ
られ、第３部材の仕切部における両チューブ列の最遠チューブ群が通じる区画に存在する
部分が分流制御部となっている請求項３記載のエバポレータ。
【請求項５】
内部に通風路を有するケーシングと、ケーシングに設けられかつケーシング内に送り込ま
れた空気の温度調節を行う温度調節部と、ケーシング内の通風路に空気を送り込むととも
に、温度調節部において温度調節が行われた空気を車室内に吹き出す送風機とを備え、温
度調節部がケーシング内の通風路に配置されたエバポレータを有する車両用空調装置であ
って、温度調節部のエバポレータが請求項１～４のうちのいずれかに記載のエバポレータ
からなり、エバポレータが、ヘッダタンクの長手方向外側から見て一方の第１ヘッダタン
クが他方の第２ヘッダタンクに対して下側に位置した傾斜状態で配置されている車両用空
調装置。
【請求項６】
ケーシング内の通風路におけるエバポレータよりも空気流れ方向下流側に、空気加温部お
よび空気加温部を迂回する迂回部が設けられ、温度調節部が、ケーシング内の通風路の空
気加温部に配置されたヒータコアと、エバポレータを通過した後にヒータコアに送られる
空気量およびエバポレータを通過した後にヒータコアを迂回する空気量の割合を調節する
エアミックスダンパとを備えている請求項５記載の車両用空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、たとえば自動車に搭載される冷凍サイクルである車両用空調装置に好適に
使用されるエバポレータおよびこれを用いた車両用空調装置に関する。
【０００２】
　この明細書および特許請求の範囲において、図１～図４、図８の上下を上下というもの
とする。
【背景技術】
【０００３】
　車両用空調装置に使用されるエバポレータとして、上下方向に間隔をおいて配置された
１対のヘッダタンク間に、長手方向を上下方向に向けた状態でヘッダタンクの長手方向に
間隔をおいて配置された複数の熱交換チューブからなるチューブ列が、通風方向に間隔を
おいて複数列設けられ、各ヘッダタンクが、通風方向に並んで設けられた風下側ヘッダ部
および風上側ヘッダ部を備え、両ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部間にそれぞ
れ少なくとも１列のチューブ列が配置されるとともに、熱交換チューブの両端部が両ヘッ
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ダタンクの風下側および風上側ヘッダ部に接続され、一方のヘッダタンクの風下側ヘッダ
部の一端部に冷媒入口が設けられるとともに、同じく風上側ヘッダ部における冷媒入口と
同一端部に冷媒出口が設けられ、両ヘッダタンクの風下側ヘッダ部に接続されたチューブ
列および風上側ヘッダ部に接続されたチューブ列に、それぞれ複数の熱交換チューブから
なりかつ冷媒が熱交換チューブ内を上から下に流れる下降流チューブ群と、複数の熱交換
チューブからなりかつ冷媒が下から上に流れる上昇流チューブ群とが交互に設けられ、冷
媒入口から流入した冷媒が、すべてのチューブ群の熱交換チューブを通過して冷媒出口か
ら流出するようになされ、風下側チューブ列の冷媒入口から最も遠い位置にある最遠チュ
ーブ群および風上側チューブ列の冷媒出口から最も遠い位置にある最遠チューブ群がいず
れも上昇流チューブ群であるとともに、通風方向に並んだ両最遠チューブ群により１つの
パスが構成されており、下ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部に、両チューブ列
の最遠チューブ群が通じる区画が設けられ、当該両区画が両区画間の仕切部に設けられた
連通穴を介して通じさせられているエバポレータが知られている（特許文献１の図１４参
照）。
【０００４】
　ところで、特許文献１記載のエバポレータにおいて、ヘッダタンクの長手方向外側から
見て傾斜状態で用いられることがあるが、この場合、重力の影響によって、両最遠チュー
ブ群が通じる下ヘッダタンクの２つの区画のうち下側に位置する区画に多くの冷媒が流入
することになり、下側の区画に通じている最遠チューブ群の熱交換チューブに流入する冷
媒の量が、上側の区画に通じている最遠チューブ群の熱交換チューブに流入する冷媒の量
よりも多くなる。したがって、両最遠チューブ群により構成されるパスにおける風下側に
位置する熱交換チューブおよび風上側に位置する熱交換チューブを流れる冷媒量が不均一
になり、エバポレータの性能が低下するおそれがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１５６５３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この発明の目的は、上記問題を解決し、一方の第１ヘッダタンクが他方の第２ヘッダタ
ンクに対して下側に位置するような傾斜状態で用いられる場合であっても、性能低下を抑
制しうるエバポレータおよびこれを用いた車両用空調装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、前記目的を達成するために以下の態様からなる。
【０００８】
　1)長手方向を同方向に向けるとともに互いに間隔をおいて配置された１対のヘッダタン
ク間に、長手方向を両ヘッダタンクを結ぶ方向に向けた状態でヘッダタンクの長手方向に
間隔をおいて配置された複数の熱交換チューブからなるチューブ列が、通風方向に間隔を
おいて複数列設けられ、各ヘッダタンクが、通風方向に並んで設けられた風下側ヘッダ部
および風上側ヘッダ部を備え、両ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部間にそれぞ
れ少なくとも１列のチューブ列が配置されるとともに、熱交換チューブの両端部が両ヘッ
ダタンクの風下側および風上側ヘッダ部に接続され、いずれかのヘッダタンクの風下側ヘ
ッダ部の一端部に冷媒入口が設けられ、いずれかのヘッダタンクの風上側ヘッダ部におけ
る冷媒入口と同一端部に冷媒出口が設けられ、冷媒入口から流入した冷媒が、すべてのチ
ューブ群の熱交換チューブを通過して冷媒出口から流出するようになされており、ヘッダ
タンクの長手方向外側から見て一方の第１ヘッダタンクが他方の第２ヘッダタンクに対し
て下側に位置するような傾斜状態で用いられるエバポレータであって、
　両ヘッダタンクの風下側ヘッダ部に接続されたチューブ列および風上側ヘッダ部に接続
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されたチューブ列に、それぞれ複数の熱交換チューブからなり、かつ前記傾斜状態におい
て、冷媒が熱交換チューブ内を上側に位置する第２ヘッダタンクから下側に位置する第１
ヘッダタンクに流れる下降流チューブ群と、複数の熱交換チューブからなり、かつ前記傾
斜状態において、冷媒が熱交換チューブ内を下側に位置する第１ヘッダタンクから上側に
位置する第２ヘッダタンクに流れる上昇流チューブ群とが交互に設けられ、風下側チュー
ブ列の冷媒入口から最も遠い位置にある最遠チューブ群および風上側チューブ列の冷媒出
口から最も遠い位置にある最遠チューブ群が上昇流チューブ群となるとともに両最遠チュ
ーブ群が通風方向に並んでおり、当該両最遠チューブ群により１つのパスが構成されてい
るエバポレータにおいて、
　前記傾斜状態において下側に位置する第１ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部
に、両チューブ列の最遠チューブ群が通じる区画が設けられるとともに、両区画が分流制
御部によって、熱交換チューブの長手方向に、熱交換チューブ側に位置する第１空間とこ
れとは反対側に位置する第２空間とに分けられ、当該両区画の両空間が分流制御部に形成
された冷媒通過穴を介して通じさせられるとともに、冷媒が分流制御部の冷媒通過穴を通
って第２空間から第１空間に流入するようになっており、当該両区画の第２空間どうしが
両第２空間の間に設けられた連通部を介して通じさせられ、両区画の第１空間に熱交換チ
ューブが通じさせられ、第１ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部における両チュ
ーブ列の最遠チューブ群が通じる区画において、前記傾斜状態において下側に位置する区
画の分流制御部に形成された冷媒通過穴の合計断面積が、同じく上側に位置する区画の分
流制御部に形成された冷媒通過穴の合計断面積よりも小さくなっているエバポレータ。
【０００９】
　2)前記傾斜状態において下側に位置する第１ヘッダタンクに冷媒入口および冷媒出口が
設けられ、両ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部間にそれぞれ１列のチューブ列
が配置され、風下側チューブ列に３つのチューブ群が設けられるとともに、風上側チュー
ブ列に２つのチューブ群が設けられ、風下側チューブ列の冷媒入口に最も近い位置にある
最近チューブ群および冷媒入口から最も遠い位置にある最遠チューブ群が上昇流チューブ
群であるとともに中間チューブ群が下降流チューブ群であり、風上側チューブ列の冷媒出
口から最も遠い位置にある最遠チューブ群が上昇流チューブ群であるとともに冷媒出口に
最も近い位置にある最近チューブ群が下降流チューブ群であり、風下側チューブ列の最近
チューブ群が第１パスとなり、同じく中間チューブ群が第２パスとなり、風下側および風
上側チューブ列の最遠チューブ群が第３パスとなり、風上側チューブ列の最近チューブ群
が第４パスとなっており、
　風下側チューブ列の中間チューブ群から、前記傾斜状態において下側に位置する第１ヘ
ッダタンクの風下側ヘッダ部に流入した冷媒が、第１ヘッダタンクの風下側ヘッダ部にお
ける風下側チューブ列の最遠チューブ群が通じる区画の第２空間内に流入するようになさ
れている上記1)記載のエバポレータ。
【００１０】
　3)前記傾斜状態において下側に位置する区画の分流制御部に形成された冷媒通過穴の合
計断面積が、同じく上側に位置する区画の分流制御部に形成された冷媒通過穴の合計断面
積の５～４０％となっている上記1)または2)記載のエバポレータ。
【００１１】
　4)前記傾斜状態において下側に位置する第１ヘッダタンクが、熱交換チューブが接続さ
れた第１部材、第１部材に接合されかつ第１部材における熱交換チューブとは反対側を覆
う第２部材、ならびに第１部材と第２部材との間に配置され、かつ第１ヘッダタンクの風
下側および風上側ヘッダ部内をそれぞれ上下方向に２つの空間に仕切る仕切部を有する第
３部材を備え、第１ヘッダタンクの風下側ヘッダ部および風上側ヘッダ部の内部が、第３
部材の仕切部に形成されたスリットに挿入された分割板により第１ヘッダタンクの長手方
向に複数の区画に分割されており、第１ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部にお
ける冷媒入口および冷媒出口から最も遠い区画が、風下側および風上側チューブ列の最遠
チューブ群が通じる区画となり、熱交換チューブが第１ヘッダタンクの風下側および風上
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側ヘッダ部の上空間内に通じており、第１ヘッダタンクの風下側ヘッダ部の両空間および
風上側ヘッダ部の両空間が、それぞれ第３部材の仕切部に形成された冷媒通過穴より通じ
させられ、第３部材の仕切部における両チューブ列の最遠チューブ群が通じる区画に存在
する部分が分流制御部となっている上記3)記載のエバポレータ。
【００１２】
　5)内部に通風路を有するケーシングと、ケーシングに設けられかつケーシング内に送り
込まれた空気の温度調節を行う温度調節部と、ケーシング内の通風路に空気を送り込むと
ともに、温度調節部において温度調節が行われた空気を車室内に吹き出す送風機とを備え
、温度調節部がケーシング内の通風路に配置されたエバポレータを有する車両用空調装置
であって、温度調節部のエバポレータが請求項１～４のうちのいずれかに記載のエバポレ
ータからなり、エバポレータが、ヘッダタンクの長手方向外側から見て一方の第１ヘッダ
タンクが他方の第２ヘッダタンクに対して下側に位置した傾斜状態で配置されている車両
用空調装置。
【００１３】
　6)ケーシング内の通風路におけるエバポレータよりも空気流れ方向下流側に、空気加温
部および空気加温部を迂回する迂回部が設けられ、温度調節部が、ケーシング内の通風路
の空気加温部に配置されたヒータコアと、エバポレータを通過した後にヒータコアに送ら
れる空気量およびエバポレータを通過した後にヒータコアを迂回する空気量の割合を調節
するエアミックスダンパとを備えている請求項５記載の車両用空調装置。
【発明の効果】
【００１４】
　上記1)～4)のエバポレータによれば、ヘッダタンクの長手方向外側から見て一方の第１
ヘッダタンクが他方の第２ヘッダタンクに対して下側に位置するような傾斜状態において
、下側に位置する第１ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部に、両チューブ列の最
遠チューブ群が通じる区画が設けられるとともに、両区画が分流制御部によって、熱交換
チューブの長手方向に、熱交換チューブ側に位置する第１空間とこれとは反対側に位置す
る第２空間とに分けられ、当該両区画の両空間が分流制御部に形成された冷媒通過穴を介
して通じさせられるとともに、冷媒が分流制御部の冷媒通過穴を通って第２空間から第１
空間に流入するようになっており、当該両区画の第２空間どうしが両第２空間の間に設け
られた連通部を介して通じさせられ、両区画の第１空間に熱交換チューブが通じさせられ
、第１ヘッダタンクの風下側および風上側ヘッダ部における両チューブ列の最遠チューブ
群が通じる区画において、前記傾斜状態において下側に位置する区画の分流制御部に形成
された冷媒通過穴の合計断面積が、同じく上側に位置する区画の分流制御部に形成された
冷媒通過穴の合計断面積よりも小さくなっているので、ヘッダタンクの長手方向外側から
見て一方の第１ヘッダタンクが他方の第２ヘッダタンクに対して下側に位置するような傾
斜状態において用いられる場合であっても、次のようにして、両最遠チューブ群により構
成されるパスにおける風下側に位置する熱交換チューブおよび風上側に位置する熱交換チ
ューブを流れる冷媒量が均一化され、エバポレータの性能低下が抑制される。すなわち、
冷媒は、両最遠チューブ群が通じる第１ヘッダタンクの２つの区画の第２空間に流入する
際に、重力の影響によって、当該２つの区画のうち下側に位置する区画の第２空間に多量
に流入する。しかしながら、下側に位置する区画の分流制御部に形成された冷媒通過穴の
合計断面積が、同じく上側に位置する区画の分流制御部に形成された冷媒通過穴の合計断
面積よりも小さくなっているので、下側に位置する区画においては、上側に位置する区画
に比べて、第２空間から第１空間に流入する冷媒の流れに対する抵抗が大きくなり、下側
に位置する区画においては、上側に位置する区画に比べて、第２空間から第１空間に流入
する冷媒量が低減される。したがって、下側に位置する区画の第１空間から最遠チューブ
群の熱交換チューブに流入する冷媒量と、上側に位置する区画の第１空間から最遠チュー
ブ群の熱交換チューブに流入する冷媒量とが均一化され、その結果両最遠チューブ群によ
り構成されるパスにおける風下側に位置する熱交換チューブおよび風上側に位置する熱交
換チューブを流れる冷媒量が均一化されてエバポレータの性能低下が抑制される。
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【００１５】
　上記3)のエバポレータによれば、ヘッダタンクの長手方向外側から見て一方の第１ヘッ
ダタンクが他方の第２ヘッダタンクに対して下側に位置するような傾斜状態において用い
られた際に、下側に位置する区画の第１空間から最遠チューブ群の熱交換チューブに流入
する冷媒量と、上側に位置する区画の第１空間から最遠チューブ群の熱交換チューブに流
入する冷媒量とが、効果的に均一化される。
【００１６】
　上記4)のエバポレータによれば、前記傾斜状態において下側に位置する第１ヘッダタン
クの風下側および風上側ヘッダ部に、両チューブ列の最遠チューブ群が通じる区画が設け
ること、両区画を分流制御部によって上下２つ空間に分けること、分流制御部に冷媒通過
穴を形成すること、両区画の第２空間どうしを通じさせる連通部を両第２空間の間の仕切
部に設けること、ならびに前記傾斜状態で用いられた際に下側に位置する区画の分流制御
部に形成された冷媒通過穴の合計断面積を、同じく上側に位置する区画の分流制御部に形
成された冷媒通過穴の合計断面積よりも小さくすることを、比較的簡単に行うことができ
る。
【００１７】
　上記5)および6)の車両用空調装置によれば、冷媒は、エバポレータの両最遠チューブ群
が通じる第１ヘッダタンクの２つの区画の第２空間に流入する際に、重力の影響によって
、当該２つの区画のうち下側に位置する区画の第２空間に多量に流入する。しかしながら
、エバポレータの第１ヘッダタンクにおける下側に位置する区画の分流制御部に形成され
た冷媒通過穴の合計断面積が、同じく上側に位置する区画の分流制御部に形成された冷媒
通過穴の合計断面積よりも小さくなっているので、下側に位置する区画においては、上側
に位置する区画に比べて、第２空間から第１空間に流入する冷媒の流れに対する抵抗が大
きくなり、下側に位置する区画においては、上側に位置する区画に比べて、第２空間から
第１空間に流入する冷媒量が低減される。したがって、下側に位置する区画の第１空間か
ら最遠チューブ群の熱交換チューブに流入する冷媒量と、上側に位置する区画の第１空間
から最遠チューブ群の熱交換チューブに流入する冷媒量とが均一化され、その結果両最遠
チューブ群により構成されるパスにおける風下側に位置する熱交換チューブおよび風上側
に位置する熱交換チューブを流れる冷媒量が均一化されてエバポレータの性能低下が抑制
される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】この発明のエバポレータの全体構成を示す一部切り欠き斜視図である。
【図２】一部を省略した図１のＡ－Ａ線拡大断面図である。
【図３】一部を省略した図１のＢ－Ｂ線拡大断面図である。
【図４】一部を省略した図２のＣ－Ｃ線拡大断面図である。
【図５】図１のエバポレータの第１ヘッダタンクを示す分解斜視図である。
【図６】図１のエバポレータの第２ヘッダタンクを示す分解斜視図である。
【図７】図１のエバポレータにおける冷媒の流れを示す図である。
【図８】図１のエバポレータを用いた車両用空調装置を概略的に示す垂直断面図である。
【図９】図１のエバポレータの第１ヘッダタンクに用いられる第３部材の変形例を示す斜
視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、この発明の実施形態を、図面を参照して説明する。以下に述べる実施形態は、こ
の発明によるエバポレータを車両用空調装置を構成する冷凍サイクルに適用したものであ
る。
【００２０】
　なお、以下の説明において、「アルミニウム」という用語には、純アルミニウムの他に
アルミニウム合金を含むものとする。
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【００２１】
　また、以下の説明において、隣接する熱交換チューブどうしの間の通風間隙を流れる空
気の下流側（図面に矢印Ｘで示す方向）を前、これと反対側を後というものとし、図１～
図３の左右を左右というものとする。
【００２２】
　図１はこの発明のエバポレータを適用したエバポレータの全体構成を示し、図２～図６
はその構成を概略的に示し、図７は図１のエバポレータにおける冷媒の流れを示す。
【００２３】
　図１～図４において、エバポレータ(1)は、長手方向を同方向に向けるとともに互いに
間隔をおいて配置されたアルミニウム製第１ヘッダタンク(2)およびアルミニウム製第２
ヘッダタンク(3)と、両ヘッダタンク(2)(3)の間に設けられた熱交換コア部(4)とを備えて
おり、ヘッダタンク(2)(3)の長手方向外側（左方または右方）から見て第１ヘッダタンク
(2)が第２ヘッダタンク(3)に対して下側に位置するような傾斜状態で用いられるものであ
る。なお、ここでは第２ヘッダタンク(3)が第１ヘッダタンク(2)に対して風上側に位置す
るようになっている。
【００２４】
　第１ヘッダタンク(2)は、風下側（前側）に位置しかつ長手方向を左右方向に向けた風
下側ヘッダ部(5)と、風上側（後側）に位置しかつ長手方向を左右方向に向けた風上側ヘ
ッダ部(6)と、両ヘッダ部(5)(6)を相互に連結一体化する連結部(7)とを備えている。第２
ヘッダタンク(3)は、風下側（前側）に位置しかつ長手方向を左右方向に向けた風下側ヘ
ッダ部(8)と、風上側（後側）に位置しかつ長手方向を左右方向に向けた風上側ヘッダ部(
9)と、両ヘッダ部(8)(9)を相互に連結一体化する連結部(11)とを備えている。以下の説明
において、第１ヘッダタンク(2)の風下側ヘッダ部(5)を風下側下ヘッダ部、第２ヘッダタ
ンク(3)の風下側ヘッダ部(8)を風下側上ヘッダ部、第１ヘッダタンク(2)の風上側ヘッダ
部(6)を風上側下ヘッダ部、第２ヘッダタンク(3)の風上側ヘッダ部(9)を風上側上ヘッダ
部というものとする。風下側下ヘッダ部(5)の右端部に冷媒入口(12)が設けられ、風上側
下ヘッダ部(6)の右端部に冷媒出口(13)が設けられている。
【００２５】
　熱交換コア部(4)は、長手方向を両ヘッダタンク(2)(3)を結ぶ方向に向けるとともに幅
方向を通風方向に向けた状態で左右方向に間隔をおいて配置された複数のアルミニウム押
出形材製扁平状熱交換チューブ(14)からなるチューブ列(15)(16)が、前後方向に並んで２
列設けられ、各チューブ列(15)(16)の隣接する熱交換チューブ(14)どうしの間の通風間隙
および左右両端の熱交換チューブ(14)の外側に、それぞれ前後両チューブ列(15)(16)の熱
交換チューブ(14)に跨るようにアルミニウム製コルゲートフィン(17)が配置されて熱交換
チューブ(14)にろう付され、左右両端のコルゲートフィン(17)の外側にそれぞれアルミニ
ウム製サイドプレート(18)が配置されてコルゲートフィン(17)にろう付されることにより
構成されている。風下側チューブ列(15)の熱交換チューブ(14)の上下両端部は、風下側上
下両ヘッダ部(8)(5)内に突出するように挿入された状態で両ヘッダ部(8)(5)に連通状に接
続され、風上側チューブ列(16)の熱交換チューブ(14)の上下両端部は、風上側上下両ヘッ
ダ部(9)(6)内に突出するように挿入された状態で両ヘッダ部(9)(6)に連通状に接続されて
いる。なお、風下側チューブ列(15)の熱交換チューブ(14)の数と風上側チューブ列(16)の
熱交換チューブ(14)の数とは等しくなっている。コルゲートフィン(17)は、風下側チュー
ブ列(15)および風上側チューブ列(16)を構成する前後の熱交換チューブ(14)に共有されて
いる。
【００２６】
　風下側チューブ列(15)には、左右方向に間隔をおいて配置された複数の熱交換チューブ
(14)からなる３つのチューブ群(15A)(15B)(15C)が、右端から左端に向かって並んで設け
られ、風上側チューブ列(16)には、左右方向に間隔をおいて配置された複数の熱交換チュ
ーブ(14)からなる２つ（風下側チューブ列(15)のチューブ群の数よりも１つ少ない数）の
チューブ群(16A)(16B)が、左端から右端に向かって並んで設けられている。ここで、風下
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側チューブ列(15)の３つのチューブ群(15A)(15B)(15C)を冷媒入口(12)側端部（右端部）
から他端部（左端部）に向かって第１～第３チューブ群といい、風上側チューブ列(16)の
２つのチューブ群(16A)(16B)を冷媒出口(13)とは反対側の端部（左端部）から冷媒出口(1
3)側端部（右端部）に向かって第４～第５チューブ群というものとする。
【００２７】
　図２～図５に示すように、第１ヘッダタンク(2)は、風下側下ヘッダ部(5)および風上側
下ヘッダ部(6)の熱交換チューブ(14)側の部分である上部を形成し、かつ両チューブ列(15
)(16)の熱交換チューブ(14)が接続されたアルミニウム製第１部材(20)と、第１部材(20)
にろう付されかつ第１部材(20)における熱交換チューブ(14)とは反対側（下側）を覆って
風下側下ヘッダ部(5)および風上側下ヘッダ部(6)の下部を形成するアルミニウム製第２部
材(21)と、第１部材(20)と第２部材(21)との間に配置され、かつ風下側下ヘッダ部(5)内
および風上側下ヘッダ部(6)内をそれぞれ上下両空間(5a)(5b)(6a)(6b)に仕切る前後両仕
切部(23)(24)を有するアルミニウム製第３部材(22)と、冷媒入口(12)および冷媒出口(13)
が設けられかつ第１～第３部材(20)(21)(22)の右端部にろう付されたエンド部材(25)とを
備えている。
【００２８】
　第１部材(20)は、両面にろう材層を有するアルミニウムブレージングシートにプレス加
工を施すことにより形成されており、風下側下ヘッダ部(5)の上側部分を形成する横断面
略下向きＵ字状の第１ヘッダ形成部(26)、風上側下ヘッダ部(6)の上側部分を形成する横
断面略下向きＵ字状の第２ヘッダ形成部(27)、および両ヘッダ形成部(26)(27)どうしを連
結しかつ連結部(7)の上側部分を構成する連結壁(28)よりなる。第１部材(20)の両ヘッダ
形成部(26)(27)に、それぞれ前後方向に長いチューブ挿入穴(29)が、左右方向に間隔をお
くとともに左右方向の同一部分に位置するように形成されており、熱交換チューブ(14)の
下端部がチューブ挿入穴(29)に挿入されて第１部材(20)のろう材層を利用して第１部材(2
0)にろう付されている。
【００２９】
　第２部材(21)は、両面にろう材層を有するアルミニウムブレージングシートにプレス加
工を施すことにより形成されており、風下側下ヘッダ部(5)の下側部分を形成する横断面
略上向きＵ字状の第１ヘッダ形成部(31)、風上側下ヘッダ部(6)の下側部分を形成する横
断面略上向きＵ字状の第２ヘッダ形成部(32)、および両ヘッダ形成部(31)(32)どうしを連
結しかつ連結部(7)の下側部分を構成する連結壁(33)よりなる。第２部材(21)における第
３チューブ群(15C)が設けられている位置に、熱交換チューブ(14)側に開口しかつ下方に
凹んだ凹陥部(34)が、第１ヘッダ形成部(31)、第２ヘッダ形成部(32)および連結壁(33)を
変形させることによって、左右方向に間隔をおいて形成されている。
【００３０】
　第３部材(22)は、両面にろう材層を有するアルミニウムブレージングシートにプレス加
工を施すことにより形成されており、前後両仕切部(23)(24)どうしは、第１部材(20)の連
結壁(28)と第２部材(21)の連結壁(33)との間に介在させられて両連結壁(28)(33)にろう付
され、かつ連結部(7)の上下方向の中央部を形成する連結壁(36)によって連結一体化され
ている。そして、第３部材(22)の連結壁(36)によって、第２部材(21)の凹陥部(34)の上端
開口が塞がれており、これにより風下側下ヘッダ部(5)の下空間(5b)内と風上側下ヘッダ
部(6)の下空間(6b)内とを通じさせる連通路(37)が設けられている。
【００３１】
　第３部材(22)の前側仕切部(23)における第１チューブ群(15A)と第２チューブ群(15B)と
の間の部分、および第２チューブ群(15B)と第３チューブ群(15C)との間の部分、ならびに
第３部材(22)の後側仕切部(24)における第４チューブ群(16A)と第５チューブ群(16B)との
間の部分に、それぞれ前後方向に長いスリット(38)が形成されている。前側仕切部(23)の
スリット(38)に、風下側下ヘッダ部(5)内を左右方向に風下側チューブ列(15)のチューブ
群(15A)(15B)(15C)と同数の区画(40)(41)(42)に分割する分割板(43)(44)が挿入されて第
１～第３部材(20)(21)(22)にろう付されている。後側仕切部(24)のスリット(38)に、風上
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側下ヘッダ部(6)内を、左右方向に風上側チューブ列(16)のチューブ群(16A)(16B)と同数
の区画(45)(46)に分割する分割板(43)が挿入されて第１～第３部材(20)(21)(22)にろう付
されている。分割板(43)(44)は、両面にろう材層を有するアルミニウムブレージングシー
トによって形成されている。なお、風下側下ヘッダ部(5)内および風上側下ヘッダ部(6)内
が、第３部材(22)の前後両仕切部(23)(24)により上下両空間(5a)(5b)(6a)(6b)に仕切られ
ているので、各区画(40)(41)(42)および(45)(46)内も上下両空間(40a)(40b)(41a)(41b)(4
2a)(42b)および(45a)(45b)(46a)(46b)に仕切られることになる。すなわち、各区画(40)(4
1)(42)および(45)(46)内が、熱交換チューブ(15)の長手方向に、熱交換チューブ(14)側に
位置する上空間（第１空間）(40a)(41a)(42a)(45a)(46a)と、これとは反対側に位置する
下空間（第２空間）(40b)(41b)(42b)(45b)(46b)とに仕切られている。風下側下ヘッダ部(
5)の第２区画(41)と第３区画(42)との間の分割板(44)における下空間(5b)内に位置する下
側部分に、両区画(41)(42)の下空間(41b)(42b)どうしを通じさせる貫通穴(47)が形成され
ている。
【００３２】
　風下側下ヘッダ部(5)における第１区画(40)と第２区画(41)の左右方向の合計長さは、
風上側下ヘッダ部(6)における第５区画(46)の左右方向の長さと等しく、風下側下ヘッダ
部(5)の第３区画(42)の左右方向の長さは、風上側下ヘッダ部(6)の第４区画(45)の左右方
向の長さと等しくなっている。
【００３３】
　ここで、風下側下ヘッダ部(5)の３つの区画(40)(41)(42)を、冷媒入口(12)側端部（右
端部）から他端部（左端部）に向かって第１～第３区画というものとし、風上側下ヘッダ
部(6)の２つの区画(45)(46)を、冷媒出口(13)とは反対側の端部（左端部）から冷媒出口(
13)側端部（右端部）に向かって第４～第５区画というものとする。第１～第３区画(40)(
41)(42)の上空間(40a)(41a)(42a)に第１～第３チューブ群(15A)(15B)(15C)の熱交換チュ
ーブ(14)が通じ、第４～第５区画(45)(46)の上空間(45a)(46a)に第４～第５チューブ群(1
6A)(16B)の熱交換チューブ(14)が通じている。
【００３４】
　第３部材(22)の前側仕切部(23)における第３チューブ群(15C)よりも左側の部分、およ
び後側仕切部(24)における第４チューブ群(16A)よりも左側の部分に、それぞれ前後方向
に長いスリット(48)が形成されている。前側仕切部(23)のスリット(48)に、風下側下ヘッ
ダ部(5)の左端部を閉鎖する閉鎖板(49)が挿入されて第１～第３部材(20)(21)(22)にろう
付され、後側仕切部(24)のスリット(48)に、風上側下ヘッダ部(6)の左端部を閉鎖する閉
鎖板(49)が挿入されて第１～第３部材(20)(21)(22)にろう付されている。閉鎖板(49)は、
両面にろう材層を有するアルミニウムブレージングシートによって形成されている。
【００３５】
　風下側下ヘッダ部(5)の第１～第３区画(40)(41)(42)の上下両空間(40a)(40b)(41a)(41b
)(42a)(42b)どうし、および風上側下ヘッダ部(6)の第５区画(46)の上下両空間(46a)(46b)
どうしは、第３部材(22)の前側仕切部(23)および後側仕切部(24)における複数の熱交換チ
ューブ(14)の真上の位置に形成され、かつ前後方向に長い長穴からなる冷媒通過穴(51)に
より通じさせられている。冷媒通過穴(51)の前後方向の長さは熱交換チューブ(14)の前後
方向の幅よりも短く、熱交換チューブ(14)の前後両端部がそれぞれ冷媒通過穴(51)の前後
両端部よりも前後方向外方に突出している。
【００３６】
　風上側下ヘッダ部(6)の第４区画(45)の上下両空間(45a)(45b)どうしは、第３部材(22)
の後側仕切部(24)の前後方向の中央部に、左右方向に間隔をおいて形成された複数の円形
冷媒通過穴(52)を介して通じさせられている。ここで、複数の円形冷媒通過穴(52)の合計
断面積は、前側仕切部(23)の第３区画(42)の上下両空間(42a)(42b)どうしを通じさせる複
数の冷媒通過穴(51)の合計断面積の５～４０％となっていることが好ましい。
【００３７】
　第３部材(22)の前後両仕切部(23)(24)には、その右端から切り欠き(53)が形成されてお
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り、前側仕切部(23)の切り欠き(53)によって第１区画(40)の上下両空間(40a)(40b)が相互
に通じさせられるとともに、冷媒入口(12)が上下両空間(40a)(40b)に通じさせられ、後側
仕切部(24)の切り欠き(53)によって第５区画(46)の上下両空間(46a)(46b)が相互に通じさ
せられるとともに、冷媒出口(13)が両空間(46a)(46b)に通じさせられている。
【００３８】
　風下側下ヘッダ部(5)における冷媒入口(12)から最も遠い位置にある第３区画(42)の下
空間(42b)と、風上側下ヘッダ部(6)における冷媒出口(13)から最も遠い位置にある第４区
画(45)の下空間(45b)とは、連通路(37)を介して通じさせられている。
【００３９】
　図２～図４および図６に示すように、第２ヘッダタンク(3)は第１ヘッダタンク(2)とほ
ぼ同様な構成であり、第１ヘッダタンク(2)とは上下逆向きに配置されている。第２ヘッ
ダタンク(3)における第１ヘッダタンク(2)と同一部分には同一符号を付す。なお、第２ヘ
ッダタンク(3)には冷媒入口(12)および冷媒出口(13)は設けられておらず、したがってエ
ンド部材(25)も備えていない。そして、第１部材(20)が風下側上ヘッダ部(8)および風上
側上ヘッダ部(9)の熱交換チューブ(14)側である下部を形成し、第２部材(21)が第１部材(
20)における熱交換チューブ(14)とは反対側（上側）を覆って風下側上ヘッダ部(8)および
風上側上ヘッダ部(9)の上部を形成する。また、第３部材(22)の前側仕切部(23)が風下側
上ヘッダ部(8)内を上下方向に２つの空間(8b)(8a)に仕切り、後側仕切部(24)が風上側上
ヘッダ部(9)内を上下方向に２つの空間(9b)(9a)に仕切る。風下側上ヘッダ部(8)および風
上側上ヘッダ部(9)の下空間(8a)(9a)が風下側下ヘッダ部(5)および風上側下ヘッダ部(6)
の上空間(5a)(6a)と同様な構成となり、同じく上空間(8b)(9b)が下空間(5b)(6b)と同様な
構成となっている。なお、第２ヘッダタンク(3)の第１部材(20)および第２部材(21)は第
１ヘッダタンク(2)の第１部材(20)および第２部材(21)と同一の構成である。
【００４０】
　第３部材(22)の前側仕切部(23)における第２チューブ群(15B)と第３チューブ群(15C)と
の間の部分に、前後方向に長いスリット(38)が形成されており、スリット(38)に、風下側
上ヘッダ部(8)内を、左右方向に風下側チューブ列(15)のチューブ群(15A)(15B)(15C)の数
よりも１つ少ない区画(54)(55)に分割する分割板(44)が挿入されて第１～第３部材(20)(2
1)(22)にろう付されている。風下側上ヘッダ部(8)の２つの区画(54)(55)を、冷媒入口(12
)側端部（右端部）から他端部（左端部）に向かって第１～第２区画というものとする。
また、風上側上ヘッダ部(9)内は、全体が風上側チューブ列(16)のチューブ群(16A)(16B)
よりも１つ少ない数の区画(56)となっており、当該区画(56)を第３区画というものとする
。なお、風下側上ヘッダ部(8)内および風上側上ヘッダ部(9)内が、第３部材(22)の前後両
仕切部(23)(24)により上下両空間(8b)(8a)(9b)(9a)に仕切られているので、各区画(54)(5
5)(56)内も上下両空間(54b)(54a)(55b)(55a)および(56b)(56a)に仕切られることになる。
第１～第２区画(54)(55)の下空間(54a)(55a)に第１～第３チューブ群(15A)(15B)(15C)の
熱交換チューブ(14)が通じ、第３区画(56)の下空間(56a)に第４～第５チューブ群(16A)(1
6B)の熱交換チューブ(14)が通じている。
【００４１】
　なお、風下側上ヘッダ部(8)における第１～第２区画(54)(55)の左右方向の合計長さは
、風上側上ヘッダ部(9)の第３区画(56)の左右方向の長さと等しくなっている。また、風
下側上ヘッダ部(8)の第２区画(55)の左右方向の長さは、風下側下ヘッダ部(5)の第３区画
(42)および風上側下ヘッダ部(6)の第４区画(45)の左右方向の長さと等しく、風下側上ヘ
ッダ部(8)の第１区画(54)の左右方向の長さは、風下側下ヘッダ部(5)の第１区画(40)と第
２区画(41)との合計長さ、および風上側下ヘッダ部(6)の第５区画(46)の左右方向の長さ
と等しくなっている。
【００４２】
　風下側上ヘッダ部(8)の第１～第２区画(54)(55)の上下両空間(54b)(54a)(55b)(55a)ど
うし、および風上側上ヘッダ部(9)の第３区画(56)の上下両空間(56b)(56a)どうしは、前
側仕切部(23)および後側仕切部(24)における複数の熱交換チューブ(14)の真上の位置に形
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成され、かつ前後方向に長い長穴からなる冷媒通過穴(51)により通じさせられている。冷
媒通過穴(51)の前後方向の長さは熱交換チューブ(14)の前後方向の幅よりも短く、熱交換
チューブ(14)の前後両端部がそれぞれ冷媒通過穴(51)の前後両端部よりも前後方向外方に
突出している。
【００４３】
　風下側上ヘッダ部(8)の第２区画(55)の下空間(55a)と、風上側上ヘッダ部(9)の第３区
画(56)の下空間(56a)とは、連通路(37)を介して通じさせられている。また、第３部材(22
)の前側仕切部(23)における第１チューブ群(15C)よりも右側の部分、および後側仕切部(2
4)における第５チューブ群(16B)よりも右側の部分に、それぞれ前後方向に長いスリット(
48)が形成されており、前側仕切部(23)のスリット(48)に、風下側上ヘッダ部(8)の右端部
を閉鎖する閉鎖板(49)が挿入されて第１～第３部材(20)(21)(22)にろう付され、後側仕切
部(24)のスリット(48)に、風上側上ヘッダ部(9)の右端部を閉鎖する閉鎖板(49)が挿入さ
れて第１～第３部材(20)(21)(22)にろう付されている。
【００４４】
　上述のようにして冷媒入口(12)、冷媒出口(13)、連通路(37)、区画(40)(41)(42)(45)(4
6)、分割板(43)(44)、冷媒通過穴(51)、円形冷媒通過穴(52)、切り欠き(53)、区画(54)(5
5)(56)が設けられることによって、冷媒は、第１チューブ群(15A)、冷媒入口(12)から最
も遠い位置にある第３チューブ群(15C)（風下側チューブ列(15)の最遠チューブ群）およ
び冷媒出口(13)から最も遠い位置にある第４チューブ群(16A)（風上側チューブ列(16)の
最遠チューブ群）の熱交換チューブ(14)内を下から上に流れることになり、これらのチュ
ーブ群(15A)(15C)(16A)が上昇流チューブ群となっている。また、冷媒は、第２チューブ
群(15B)および第５チューブ群(16B)の熱交換チューブ(14)内を上から下に流れることにな
り、これらのチューブ群(15B)(16B)が下降流チューブ群となっている。風下側チューブ列
(15)における冷媒入口(12)から最も遠い位置にある第３チューブ群(15C)（最遠チューブ
群）、および風上側チューブ列(16)における冷媒出口(13)から最も遠い位置にある第４チ
ューブ群(16A)（最遠チューブ群）の熱交換チューブ(14)における冷媒の流れ方向は同一
方向である。
【００４５】
　したがって、図７に示すように、冷媒入口(12)から流入した冷媒は、次のように２つの
経路を流れて冷媒出口(13)から流出するようになされている。第１の経路は、第１区画(4
0)、第１チューブ群(15A)、第１区画(54)、第２チューブ群(15B)、第２区画(41)、第３区
画(42)、第４区画(45)、第４チューブ群(16A)、第３区画(56)、第５チューブ群(16B)およ
び第５区画(46)であり、第２の経路は、第１区画(40)、第１チューブ群(15A)、第１区画(
54)、第２チューブ群(15B)、第２区画(41)、第３区画(42)、第３チューブ群(15C)、第２
区画(55)、第３区画(56)、第５チューブ群(16B)および第５区画(46)である。そして、第
１チューブ群(15A)が第１パス、第２チューブ群(15B)が第２パス、第３および第４チュー
ブ群(15C)(16A)が第３パス、第５チューブ群(16B)が第４パスを構成している。
【００４６】
　ここで、第１ヘッダタンク(2)の第３部材(22)の前後両仕切部(23)(24)における最遠チ
ューブ群である第３および第４チューブ群(15C)(16A)が通じる区画(42)(45)を上下両空間
(42a)(42b)(45a)(45b)に仕切る部分が、第３パスの両チューブ群(15C)(16A)への冷媒の分
流を制御する分流制御部(57)(58)となっている。したがって、ヘッダタンク(2)(3)の長手
方向外側から見て第１ヘッダタンク(2)が第２ヘッダタンク(3)に対して下側に位置するよ
うな傾斜状態で配置された際に下側に位置する第４区画(45)の分流制御部(58)に形成され
た円形冷媒通過穴(52)の合計断面積が、同じく上側に位置する第３区画(42)の分流制御部
(57)に形成された冷媒通過穴である冷媒通過穴(51)の合計断面積よりも小さくなっており
、円形冷媒通過穴(52)の合計断面積が、第３区画(42)の分流制御部(57)に冷媒通過穴(51)
の合計断面積の５～４０％となっている。
【００４７】
　上述したエバポレータ(1)は、圧縮機、冷媒冷却器としてのコンデンサおよび減圧器と
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しての膨張弁とともに冷凍サイクルを構成し、図８に示すような車両用空調装置として車
両、たとえば自動車に搭載される。
【００４８】
　図８において、車両用空調装置(70)は、内部に通風路(72)を有する合成樹脂製ケーシン
グ(71)と、ケーシング(71)に設けられ、かつエバポレータ(1)を備えるとともにケーシン
グ(71)内に送り込まれた空気の温度調節を行う温度調節部(73)と、ケーシング(71)内の通
風路(72)に空気を送り込むとともに、温度調節部(73)において温度調節が行われた空気を
車室内に吹き出す送風機（図示略）とを備えている。
【００４９】
　ケーシング(71)には、送風機から送り込まれる空気を取り入れる空気取り入れ口(74)、
デフロスタ開口部(75)、フェイス開口部(76)およびフット開口部(77)が設けられており、
空気取り入れ口(74)と、デフロスタ開口部(75)、フェイス開口部(76)およびフット開口部
(77)とがケーシング(71)内に設けられた通風路(72)によって通じさせられている。エバポ
レータ(1)は、通風路(72)における空気取り入れ口(74)に近い空気流れ方向上流側部分に
、ヘッダタンク(2)(3)の長手方向外側から見て第１ヘッダタンク(2)が第２ヘッダタンク(
3)に対して下側に位置するような傾斜状態で配置されている。
【００５０】
　ケーシング(71)内の通風路(72)におけるエバポレータ(1)よりも空気流れ方向下流側に
、空気加温部(72a)および空気加温部(72a)を迂回する迂回部(72b)が設けられている。温
度調節部(73)は、エバポレータ(1)に加えて、ケーシング(71)内の通風路(72)の空気加温
部(72a)に配置されたヒータコア(78)と、エバポレータ(1)を通過した後に空気加温部(72a
)のヒータコア(78)に送られる空気量、およびエバポレータ(1)を通過した後に迂回部(72b
)に送られてヒータコア(78)を迂回する空気量の割合を調節するエアミックスダンパ(79)
とを備えている。エアミックスダンパ(79)は、エバポレータ(1)を通過したすべての空気
を空気加温部(72a)のヒータコア(78)に送る第１の位置（図８鎖線参照）と、エバポレー
タ(1)を通過したすべての空気を迂回部(72b)に送ってヒータコア(78)を迂回させる第２の
位置（図８実線参照）との間において開度が適宜変更され、これによりヒータコア(78)を
通過する空気の流量とヒータコア(79)を迂回する空気の流量との割合が調節される。
【００５１】
　ケーシング(71)内の通風路(72)における空気加温部(72a)および迂回部(72b)よりも空気
流れ方向下流側に、３つの吹き出しモード切替ドア(81)(82)(83)が設けられており、これ
らの吹き出しモード切替ドア(81)(82)(83)によって、温度調節部(73)において温度調節さ
れた空気が、デフロスタ開口部(75)から送り出されるとともにデフロスタダクト（図示略
）を通ってフロントウィンドに向かって吹き出される場合と、フェイス開口部(76)から送
り出されるとともにフェイスダクト（図示略）を通って乗員の頭部に向かって吹き出され
る場合と、フット開口部(77)からフットダクト（図示略）を通って乗員の足元に向かって
吹き出される場合とに切り替えられるようになっている。
【００５２】
　車両用空調装置(70)の稼働時には、圧縮機、コンデンサおよび膨張弁を通過した冷媒が
、上述した２つの経路を通って、冷媒入口(12)から流入するとともに冷媒出口(13)から流
出し、冷媒が風下側チューブ列(15)の熱交換チューブ(14)内、および風上側チューブ列(1
6)の熱交換チューブ(14)内を流れる間に、熱交換コア部(4)の通風間隙を通過する空気と
熱交換をし、空気は冷却され、冷媒は気相となって流出する。
【００５３】
　エバポレータ(1)が、ヘッダタンク(2)(3)の長手方向外側から見て第１ヘッダタンク(2)
が第２ヘッダタンク(3)に対して下側に位置するような傾斜状態で配置されているので、
上述した第１および第２の経路において第３区画(42)の下空間(42b)内に流入した冷媒は
、重力の影響によって、第３区画(42)の上空間(42a)を経て第３チューブ群(15C)の熱交換
チューブ(14)内に流入するよりも、連通路(37)を通って第４区画(45)の下空間(45b)内に
流入しかつ上空間(45a)を経て第４チューブ群(16A)の熱交換チューブ(14)内に流入しやす
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くなる。しかしながら、第３区画(42)よりも下側に位置する第４区画(45)の分流制御部(5
8)に形成された円形冷媒通過穴(52)の合計断面積が、第３区画(42)の分流制御部(57)に形
成された冷媒通過穴(51)の合計断面積よりも小さく、好ましくは５～４０％となっている
ので、冷媒通過穴(52)を通って第４区画(45)の下空間(45b)から上空間(45a)に流入する冷
媒の流れに対する抵抗が、冷媒通過穴(51)を通って第３区画(42)の下空間(42b)から上空
間(42a)に流入する冷媒の流れに対する抵抗よりも大きくなり、第４区画(45)において下
空間(45b)から上空間(45a)に流入する冷媒量が、第３区画(42)において下空間(42b)から
上空間(42a)に流入する冷媒量に比べて低減される。したがって、両区画(42)(45)の下空
間(42b)(45b)から上空間(42a)(45a)に流入する冷媒の量が均一化されることになり、第３
チューブ群(15C)の熱交換チューブ(14)に流入する冷媒量と、第４チューブ群(16A)の熱交
換チューブ(14)に流入する冷媒量とが均一化される。その結果、通風方向に並んで設けら
れて１つの第３パスを構成しているとともに熱交換チューブ(14)内の冷媒の流れ方向が同
一方向である２つのチューブ群(15C)(16A)の熱交換チューブ(14)内を流れる冷媒量を均一
化することが可能になって、エバポレータ(1)の性能低下が抑制される。
【００５４】
　図９は上述したエバポレータ(1)の第１ヘッダタンク(2)に用いられる第３部材の変形例
を示す。
【００５５】
　図９に示す第３部材(60)の場合、後仕切部(24)における第４チューブ群(16A)が通じる
区画(45)を上下両空間(45a)(45b)に仕切る部分である分流制御部(58)の風上側縁部に、複
数の円形冷媒通過穴(61)が左右方向に間隔をおいて形成されている。この第３部材(60)に
おいても、分流制御部(58)に形成された円形冷媒通過穴(61)の合計断面積は、第３区画(4
2)の分流制御部(57)に形成された冷媒通過穴(51)の合計断面積よりも小さくなっており、
前者の合計断面積が後者の合計断面積の５～４０％であることが好ましい。
【００５６】
　上述した実施形態のエバポレータ(1)は、図４に示す状態とは逆に傾斜した状態で配置
されることもある。この場合、第３区画(42)が第４区画(45)よりも下側に位置することに
なるので、第４区画(45)を上下両空間(45a)(45b)に仕切る分流制御部(58)に、前後方向に
長い複数の冷媒通過穴(51)を左右方向に間隔をおいて形成し、第３区画(42)を上下両空間
(42a)(42b)に仕切る分流制御部(57)に、複数の円形冷媒通過穴(52)(61)を左右方向に間隔
をおいて形成する。この場合にも、分流制御部(57)の円形冷媒通過穴(52)の合計断面積を
分流制御部(57)に形成された冷媒通過穴である冷媒通過穴(51)の合計断面積よりも小さく
し、後者の前者の合計断面積が後者の合計断面積の５～４０％であることが好ましい。
【００５７】
　なお、上述した実施形態においては、冷媒入口(12)および冷媒出口(13)が同一のヘッダ
タンクに設けられているが、これに限定されるものではなく一方のヘッダタンクに冷媒入
口が設けられ、他方のヘッダタンクに冷媒出口が設けられていてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
　この発明によるエバポレータは、車両用空調装置を構成する冷凍サイクルのエバポレー
タに好適に用いられる。
【符号の説明】
【００５９】
(1)：エバポレータ
(2)：第１ヘッダタンク
(3)：第２ヘッダタンク
(5)：第１ヘッダタンクの風下側ヘッダ部（風下側下ヘッダ部）
(5a)：上空間
(5b)：下空間
(6)：第１ヘッダタンクの風上側ヘッダ部（風上側下ヘッダ部）
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(6a)：上空間
(6b)：下空間
(8)：第２ヘッダタンクの風下側ヘッダ部（風下側上ヘッダ部）
(8b)：上空間
(8a)：下空間
(9)：第２ヘッダタンクの風上側ヘッダ部（風上側上ヘッダ部）
(9b)：上空間
(9a)：下空間
(12)：冷媒入口
(13)：冷媒出口
(14)：熱交換チューブ
(15)：風下側チューブ列
(15A)(15B)(15C)：第１～第３チューブ群
(16)：風上側チューブ列
(16A)(16B)：第４～第５チューブ群
(20)：第１部材
(21)：第２部材
(22)(60)：第３部材
(23)：前側仕切部
(24)：後側仕切部
(37)：連通路（連通部）
(38)：スリット
(42)：風下側下ヘッダ部の第３区画
(42a)：上空間（第１空間）
(42b)：下空間（第２空間）
(43)(44)：分割板
(45)：風上側下ヘッダ部の第４区画
(45a)：上空間（第１空間）
(45b)：下空間（第２空間）
(51)：冷媒通過穴
(52)(61)：円形冷媒通過穴
(57)(58)：分流制御部
(70)：車両用空調装置
(71)：ケーシング
(72)：通風路
(72a)：空気加温部
(72b)：迂回部
(73)：温度調節部
(78)：ヒータコア
(79)：エアミックスダンパ
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